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日本国内のハンノキ属 （Alnus） 樹木の樹下から採集された子

実体標本に基づき、 アジア初となる狭義のアルポバ属 （Alpova 

sensu stricto） 3 新種を Ishikawa et al. （2025） において記載した

ので、 本普及記事にてその概略を紹介する。

ヒダハタケ科 （Paxillaceae） に属するアルポバ属は、 ハンノキ

属に特異的に外生菌根を形成する地下生菌である。 本属はか

つて、 グレバがゲル状で淡色の胞子を持つなどの形態的特徴

に基づき広義に定義されていたが （Trappe, 1975）、 分子系統

解析の結果、 現在はハンノキ属との共生、 皮層の偽柔組織構

造 （pseudoparenchymatous structure） 、 グレバのバッファー細胞、

淡色の胞子という共通形質を有する単系統群 （狭義のアルポ

バ属） として再定義されている （Moreau et al., 2013）。 これまで

に認められる種は約 8 種にとどまり、 その多くはヨーロッパや北

米から記載されてきた （Moreau et al., 2011, 2013; Hayward et al., 

2014）。 一方、 宿主であるハンノキ属の多様性はアジアが世界

最高 （18–23 種） であり、 北米 （9 種） やヨーロッパ （4–5 種）

を大きく上回る （Chen & Li, 2004）。 それにもかかわらず、 アジ

アにおけるアルポバ属の正式な記載は極めて限られており、 中

国からの既報 3 種も形態的特徴が狭義のアルポバ属と矛盾する

点が多かった （外皮の構造が紡筋組織 （prosenchyma） である

ことや黒色のグレバなどのアカダマタケ属 （Melanogaster） 様の

形態的特徴）。

地下生菌の胞子の多くは陸上動物の摂食によって散布され

るため、 地理的障壁を越えることが難しく、 大陸間規模で顕著

な生物地理的パターンを示すことが知られている （Elliott et al., 

2022）。 セイヨウショウロ属（Tuber 属）やショウロ属（Rhizopogon）

でも同様の傾向が報告されており （Bonito et al., 2013; Grubisha 

et al., 2007）、 アルポバ属においても欧米の種がそれぞれ

の地域に固有であることが分子系統学的に確認されている

（Hayward et al., 2014; Moreau et al., 2011, 2013）。 こうした背景

から、 ハンノキ属多様性の中心地であるアジアには多数の固

有未記載種が存在すると予測される。 実際、 日本のハンノキ

属樹木の外生菌根からはアルポバ属の DNA 配列が複数報告

されてきた （Põlme et al., 2013; Ishikawa & Nara, 2023）。

本研究では 2002 年から 2023 年にかけて日本国内のハンノキ

属樹種の樹下で採取された計 16 点の子実体標本を用いて顕微

鏡による形態観察および分子系統解析を行なった。 形態観察で

は、 光学顕微鏡下で子実体および胞子の形態的特徴を評価し

た。 分子系統解析には rDNA の ITS 領域および RPB2 遺伝子、

GPD 遺伝子の計 3 領域を標的とし、 ベイズ法および最大尤度

法による系統推定を行なった。

その結果、 日本産の標本は欧米既知種と遺伝的に明確に異

なる 3 つの独立した系統を形成しており （図 1）、 3 新種として

記載された。 1 つ目の新種 Alpova fujisanensis は、 富士山の標

高約 2000 m 付近、 溶岩流や火山灰地に生育するミヤマハン

ノキの樹下のみで発見されており、 種小名はタイプ標本の採取

地である富士山に由来する。 子実体は直径 0.8–1.5 cm で、 表

面は当初明るいオレンジ色だが成熟とともに赤褐色へと変化す

る （図 2）。 胞子は平均 4.3 × 2.0 µm と 3 種中最も小さく、 皮層

下層 （subpellis） およびグレバに血栓状菌糸 （thromboplerous 
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図1． 3 つの核遺伝子座 （ITS, RPB2, GPD） の DNA 配列に基づいた， 日本産 3 新種を含むアルポバ属の最尤系統樹． 分岐点には， 最尤系

統樹におけるブートストラップ値またはベイズ推定系統樹における事後確率がそれぞれ 70% または 95% を超えた場合の値を示す （Ishikawa et 

al. (2025) から許諾を得て転載）．

hyphae） を有する （図 2）。 血栓状菌糸はこれまでアルポバ属

では A. komovianus の グレバのみで報告されていた構造であり、

本種では外皮下層とグレバの両組織に存在する。 系統的には

北米産の A. cinnamomeus と姉妹クレードを形成した （図 1 ； BS/

PP = 98/1.0）。 2 つ目の新種 Alpova japonicus は 3 種の中で最

も広い分布域を持ち、 北海道から九州、 伊豆諸島まで国内各

地で確認された。 低地の公園から亜高山帯、 火山一次遷移地

まで多様な環境に生育し、 基部に明瞭な暗褐色の根状菌糸束

（rhizomorphs） を持つ （図 3）。 胞子は平均 4.6 × 2.2 µm で、 ヤ

シャブシ亜属 （subgen. Alnobetula） の樹木と共生する。 タイプ

標本は本土から約 22 km 離れた海洋島の伊豆大島で採集され

ており、 地下生菌がいかにして島へ到達したかという問題を提

起している。 島と本土の距離が比較的短いことから、 風による分

散や子実体を直接あるいは間接的に接触したアカネズミなどの

齧歯類あるいは鳥類が胞子を運搬した可能性が推測される。 3

つ目の新種 Alpova venosus は、 福島県・神奈川県などの山地

林においてケヤマハンノキの樹下から採集された。 外皮実質内

の血栓状菌糸が豊富であることから 「静脈のある」 を意味する 

venosus と命名した。 子実体は直径 1.2–1.8 cm で成熟するとアカ

ダマタケ属様の微かな甘い香りを放ち、 胞子は平均 5.6 × 2.1 µm

と 3 種中最も大きい長楕円形を呈する （図 4）。 ハンノキ亜属

（subgen. Alnus） と共生し、 系統的には大部分の欧米産種よりも

基部に位置するクレードを形成した （図 1 ； BS/PP = 71/0.97）。

系統解析では 3 種が欧米の既知種と大陸スケールで明確

に分離した独立のクレードを形成し、 種レベルで大陸を跨ぐ分

布は確認されなかった （図 1）。 これは Tuber 属や Rhizopogon 

属で報告されている生物地理的パターンと一致する。 また A. 

japonicus と A. venosus では日本国内においても地理的に近い標

本が系統的に近縁な位置に置かれる傾向が見られ、国内スケー

ルでも微細な生物地理的構造の存在が示唆された。 さらに国内
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図2．Alpova fujisanensis（TNS-F-108818）（Ishikawa et al. (2025) から許諾を得て転載）． A：子実体．外皮表面および子実体断面．

B ： 外皮の横断面． C ： 担子胞子． D ： 担子器 （矢印）． E ： バッファー細胞 （矢印）． F ： 外皮下層 （subpellis） における血

栓状菌糸 （矢印）． G ： 皮層シスチジア． スケール ： A ＝ 1 cm; B ＝ 100 μm; C–G ＝ 10 μm.

図3． Alpova japonicus（TNS-F-108819）（Ishikawa et al. (2025) から許諾を得て転載）．  A：子実体．外皮表面および子実体断面．

B ：外皮の横断面． C ：担子胞子． D ：担子器 （矢印）． E ：バッファー細胞 （矢印）． F ：グレバにおける血栓状菌糸 （矢印）．

G ： 皮層シスチジア． スケール ： A ＝ 1 cm; B ＝ 100 μm; C–G ＝ 10 μm.
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図4．Alpova venosus（TNS-F-108820）（Ishikawa et al. (2025) から許諾を得て転載）． A：子実体．外皮表面および子実体断面．B：

血栓状菌糸を伴う外皮の横断面． C ： 担子胞子． D ： 担子器 （矢印）． E ： バッファー細胞 （矢印）． F ： グレバにおける血栓

状菌糸． G ： 皮層シスチジア． スケール ： A ＝ 1 cm; B ＝ 100 μm; C–G ＝ 10 μm.
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